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１．はじめに 

 
わが国の観光行政は、1996年にウェルカムプラン21が

発表された後、ビジット・ジャパン・キャンペーン等に

見られるインバウンド観光政策に重きを置いて展開され

ている。海外に向けた広告宣伝などにかける予算要求は

近年増加傾向である一方、具体的な宣伝効果が計測され

ていないという理由により、要求通りの予算が獲得され

ていない現状がある1）。インバウンド観光政策は、外国

人を対象とした政策であり、国に対する、あるいは国民

に対する利益は必ずしも明確ではない。しかしながら、

観光庁(2009)2）が指摘しているとおり、国に対しては外

国人が来訪し、観光することで生じる経済効果が期待さ

れている。また、国民に対しても地域活性化や国際交流

を通じた異文化の理解につながることが考えられる。国

や国民に対して利益がある以上、インバウンド観光政策

を行うことによる効果を適切に検証し、広く国民に公表

する義務があると考える。それに対して、わが国におけ

るインバウンド観光政策の評価手法は確立しておらず、

インバウンド観光振興を目指した政策の効果的、効率的

展開につながらない可能性がある。 
以上の背景を踏まえ、本研究ではふたつの研究課題を

設定した。ひとつは、わが国のインバウンド観光政策を

対象とし、独自の視点で政策を整理・分類した上で、政

策の評価軸を設定することである。ふたつ目に、設定し

た評価軸にしたがい、評価に資する分析手法の整理を国

内に留まらず広く海外の研究も対象に含めて行う。 
 

２．インバウンド観光政策 

 

 観光政策は、対象とする主体に応じて、国内観光政策、

アウトバウンド観光政策、インバウンド観光政策に分け

ることができる。インバウンド観光政策の対象は外国人 
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であり、外国人を自国に誘致し、もてなすことを目的と

した施策によって成り立っている。 
 わが国におけるインバウンド観光政策の範囲を示した

研究として、砂本(2008)3）がある。砂本(2008)3）は1930
年代の日本の国際観光政策をまとめ、国際観光政策は外

国人観光客の観光消費によって対外収支を改善すること

を目的とし、海外宣伝、観光地・観光経路整備、宿泊施

設整備、接遇の4つを政策課題として挙げた。また、鈴

木(1974)4）は、わが国の国際観光政策の展開を整理する

中で、国際観光政策の目的はずっと外貨獲得であったが、

国際親善の促進も理念として加わってきていると述べて

いる。 
 インバウンド観光政策目標には、経済効果および国際

交流、異文化理解が挙げられる。後者の政策目標に対す

る計測手法は確立されていないが、前者については世界

観光機関(UNWTO)が提案5）しているTSA(Tourism Satelli
te Account)により計測が可能となっている(表1)。わが国

でも訪日外国人観光客による観光消費額算出方法が検討

されている(図1)6）。算出は消費単価に訪日外客数を乗

じた式を用いており、経済効果を上げるためには、とり

もなおさず来訪者数の増加が必要であろう。来訪者数の

増加は、新期需要の創出および持続可能性を考慮に入れ

たリピーターの獲得が重要になる。既存研究を見ると、 
 

表1 インバウンド観光政策目標と計測手法 

政策目標 計測手法 指標 関連事項
経済効果 TSA 消費額

来訪者数 ←需要創出
←リピーター獲得（来訪満足）

国際交流 n/a
異文化理解  

国籍別支出項目別
総消費額

国籍別支出
項目別単価

市場別訪日
外客数

支払率＝ × ×

注1)韓国、台湾、中国、香港、米国、英国その他の7市場について算出

注2)支出項目は以下の通り

旅行前支出：ツアー代金、航空運賃、国内交通費、宿泊費その他
旅行中支出：国内交通費、宿泊費、飲食費、娯楽費、物品購入費その他

注3)支払率とは、当該項目を支払ったサンプル数を、
市場別の総サンプル数で除した割合  

図1 訪日外国人消費額の推定方法6） 



インバウンド観光政策を行うことで来訪者数増加にどの

程度寄与するのか明らかにされていない。そこで本研究

では、経済効果創出の指標のひとつである来訪者数増加

に寄与する政策を分析の対象とする。 
 
３．インバウンド観光政策の分類と評価軸 

 

 本研究では、来訪者数の増加に寄与する政策を対象と

して分析を行う。対象とする政策を整理するにあたり、

本研究では外国人来訪者の来訪段階を考慮することを提

案する。次節以降、来訪段階と政策の種類を明らかにし、

政策種類に対応した評価軸を設定する。 

 

(1)外国人の来訪段階 

 外国人の来訪段階に着目すると、来訪前、来訪時、来

訪中の3つの段階で説明することができる(図2)。 
 来訪前においては、外国人が日本に行きたいと思うか

どうかが鍵である。そのため、来訪前段階におけるイン

バウンド観光政策としては、広告宣伝が該当すると考え

られる。 
 来訪時の段階になると、来訪するためにいくつかの障

壁が存在する可能性がある。日本のような島国では、入

国者の大半は空路に依存するため、来訪者を受け入れる

だけの空港容量、および適切な国際航空ネットワークが

必要である。また、観光目的で来訪する外国人に対して

短期滞在査証が課されている場合、外国人にとって障壁

となりうる。そのため、来訪時の段階でインバウンド観

光政策は、上述したような障壁となりうる要因の撤廃あ

るいは障壁の引き下げが政策として考えられる。 
 来訪中、外国人来訪者が来訪に満足した場合、その来

訪者は再来訪する可能性があるほか、再来訪につながら

ないとしても、周囲の人へ口コミをすることにより、新

規需要を生み出す可能性がある。そのため、来訪中の段

階では、外国人来訪者に対するおもてなしや、観光サー

ビスの提供に関連するインバウンド観光政策が展開され

る必要がある。 
 以上、外国人の来訪段階に着目することで、インバウ

ンド観光政策を大きく「広告宣伝」、「障壁引下げ」、

「観光魅力創造・旅行環境整備」の3種類に分類するこ

とができる。 
 

(2)インバウンド観光政策の評価軸 

 本研究では、3種類のインバウンド観光政策に対して、

それぞれ評価軸を設定する。広告宣伝、障壁引下げに対

する評価軸は来訪者数増加および経済効果とした。また、

観光魅力創造・旅行環境整備に対して、来訪満足、再来

訪、口コミを評価軸に設定した。各々の政策が来訪者数、

来訪満足に帰着する過程を以下で述べる。 

[来訪前] [来訪中][来訪時]

再来訪

口コミ

広告宣伝 障壁引下げ 観光魅力創造・旅行環境整備

外国人

 

図2 外国人の来訪段階とインバウンド観光政策 

 

 広告宣伝は、例えば日本政府観光局(JNTO)の海外事

務所が行う日本の魅力情報発信が挙げられる。情報発信

により、外国人は日本に関する知識および魅力に対する

認知が高まると期待され、そのことが来訪意欲につなが

る。訪日意欲の高まりは、外国人が国外旅行をする際の

日本選択確率上昇につながり、来訪者数の増加に寄与す

ると考えられる。 
 障壁の引下げには、査証規制緩和と空港容量拡大が該

当する。査証規制の緩和により、日本へ来訪することに

対する外国人の抵抗が減少することが期待される。訪日

への抵抗減少が、日本選択確率の上昇につながり、来訪

者数増加が成果として表れると考えられる。また、空港

容量を拡大することにより、発着枠が増加する。増加し

た発着枠には諸外国の新たな航空会社の参入が期待され、

諸外国において訪日にかかる時間費用が減少することが

考えられる。航空時間・費用の減少は、やはり日本選択

確率の増加に寄与すると考えられる。来訪者数の増加は

国際旅行収入の増収につながり、経済効果が期待される

(図3)。 
 観光魅力創造政策は、来訪者の来訪満足に寄与する政

策であると考えられる。大きく魅力創出、接遇向上の項

目より構成される。魅力創出は、国立公園や文化財、温

泉等の保護・保存や、屋外広告物規制や無電柱化による

景観整備、そして関連する観光圏整備や日本風景街道制

度との連携による魅力の創出が挙げられる。接遇の向上

は、観光教育や接遇マニュアルの作成、ボランティアガ

イドの普及が挙げられる(図4)。 
 旅行環境整備政策は、来訪者にとって不満となりうる

要素を減少させることを目的とする。要素を集約すると、

時間短縮、費用縮減、国際対応が課題として挙げられる。

空港アクセス改善や道路ネットワークの整備により時間

短縮が図られ、Japan Rail Pass等の交通費割引により費

用縮減が期待される。また、国際対応では標識の多言語

化等による言語支援や、多様な形態の宿泊施設等を整備

し、外国人来訪者に対して選択の幅を広げる代替性の考

慮が必要である。また、ATMやクレジットカード利用、

交通結節点等でのバリアフリーが国際対応として求めら

れると考えられる(図5)。 



[JNTO等の海外情報発信] [査証規制緩和]

広告宣伝 障壁引下げ

[国際会議等誘致]

[空港容量拡大]

日本の魅力認知

来訪意欲増加(動機)

日本旅行への
抵抗減少

発着枠増加

国際航空ネット
ワーク拡大

時間費用減少

日本選択率増加

来訪者数増加

国際旅行収入増加  

図3 広告宣伝・障壁引下げ政策による効果の連関 
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図4 観光魅力創造政策による効果の連関 
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図5 旅行環境整備政策による効果の連関 

 

４．政策評価に資する分析手法 

 

 前章で提示した評価軸「来訪者数」「来訪満足」の分

析をするために、既存研究ではいくつかの手法が提案さ

れている。本章では、提案されている分析手法の整理を

行う。 

(1)来訪者数 

 政策による来訪者数の増減は、既存研究で提案されて

いるいくつかのインバウンド需要予測手法を用いて分析

が可能である。予測手法には、インバウンドのトレンド

から直接予測する時系列モデル、旅行発生量と分布モデ

ルの2段階で構成される予測手法を挙げることができる。 
 時系列モデルでは、自己回帰(AR)モデル等をインバ

ウンド需要予測に応用したFlechtling(2001)7）、Song et al.
(2000)8）をはじめ、数多くの研究蓄積がある。これまで

政策的な変数の導入を試みた研究事例みられないが、旅

行需要に負の影響を与えると考えられる自然災害の影響

やテロの脅威をモデルに明示した研究は報告されている
9）-11）。時系列モデルの推定に必要なデータは比較的入

手が容易だが、将来予測にあたり、海外旅行の発生量に

は際限がなく、過大推計となる可能性がある。 
 時系列モデルとは別に、旅行発生量と分布モデルの2
段階で構成される予測手法が提案されている。旅行発生

量に関して、海外旅行の発生量は時間的、経済的な制約

があることにより、ある飽和水準が存在すると仮定し、

旅行発生量に対してロジスティック回帰モデルを用いて

推定している12）13）。なお、旅行発生量の予測に関して

は、Delphi法に基づくUNWTOの手法14）があるが、自然

災害や紛争、テロによる旅行発生量への負の影響が考慮

されず、過大推計となる可能性がある。2段階目の分布

モデルには、目的地集合の魅力および抵抗となる説明変

数を導入し、ロジットモデルを用いて推計している。た

だし、査証規制緩和等の政策変数がモデルに取り込まれ

た事例は見られない。 
 

(2)来訪満足 

 来訪満足度を計測する必要性は第3章において言及し

たが、来訪満足が再来訪や周囲の人への口コミにつなが

ることを検証した研究として、Bigne et al. (2001)15）やC
astro et al. (2007)16）、Jang et al. (2007)17）、Nowacki (20
09)18）などがあげられる。例えばBigne et al. (2001)15）は、

来訪満足度と再訪問意図および推薦意図(口コミ)の概念

モデルを提示した上で、満足度が再訪問意図および推薦

意図に対して正の影響を与えることを検証している。 
 満足度の計測には、直接外国人来訪者に満足度を質問

する方法や、来訪者の観光動機をモデル化する手法、事

前の期待との一致度合いを計測する手法等が提案されて

いる。 
 直接外国人に来訪満足度を尋ねている調査は、JNTO
が訪日外客実態調査として、来訪前後の日本のイメージ

を尋ねる項目を含む満足度調査を実施している19）。 
 来訪満足度に対して、個々人の観光動機が影響を与え

ることを明らかにしたYoon et al. (2005) 20）の研究があ

る(図6)。観光動機はPush-Pull要因を用いて説明しており、 
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図6 観光動機を取込んだ来訪満足モデル20） 

 
Push要因としてはリラックスすること、家族との時間を

過ごすこと等が挙げられ、Pull要因には、望ましい天候

や自然景観、旅先での食事等が該当する。Pull要因は本

研究で提示した観光魅力と関連する項目であり、政策的

に管理可能であると考えられる。Pull要因の項目は海外

論文で数多く取り上げられている21）-25）。 
 Kozak (2001) 26）は、事前の期待と実際受けたサービ

スの評価もしくは一致度を計測する手法として、expect
ation-performanceモデル、importance-performance27）モデ

ル、disconfirmation28）29）モデル(図7)、performance-onlyモ
デルを提示している。 

期待

認知/
経験

不一致
全体の
満足

推薦/
再訪問
可能性

 
図7 期待不一致モデルと来訪満足29） 

 
 以上整理した来訪者数計測に資するインバウンド需要

予測モデルでは、不確定要素が多く、予測が難しい観光

需要に対して精度を高める試みがなされてきた。ただし、

経済危機や自然災害はいつ発生するのか予測することが

できず、現況再現の精度は向上しても、政策提言に結び

つける研究は少ない。今後は、広告宣伝や査証規制緩和

等の政策が来訪者数の増加にどの程度寄与するのか明ら

かにする必要がある。論理的かつ妥当な手法で政策変数

の設定を行うことにより計測が可能になると考えられる。 
 来訪満足の計測研究から、来訪満足が再来訪や口コミ

につながる可能性を一致して指摘していることが明らか

になった。また、観光動機に着目した来訪満足の計測や、

事前の期待と実際に認知するサービス水準の差に着目し

た研究など、多くの知見が得られている。ただし、来訪

満足が再訪意図や推薦意図(口コミ)に寄与することは数

多くの既存研究より明らかにされているものの、実際に

再来訪するかどうか実証されていない。また、口コミに

関しても、口コミ効果によってどれだけ新期需要が掘り

起こされているか明らかにされていない。現在JNTO等
が行っているアンケート調査では、回答者の旅行後の行

動まで捕捉することができない。例えば、同一回答者に

期間をおいて調査を行うパネル調査を行うことで、訪日

外国人来訪者が帰国後にどのようなタイミングで口コミ

を行うのか明らかにすることができると考えられる。 
 
５．おわりに 

 

本研究では、インバウンド観光政策の評価に資する分

析手法の整理を行った。既存研究では、来訪者数の増減

を示す手法としてインバウンド需要予測モデルが確立し

ているほか、来訪満足を計測する手法に対して多くの知

見が得られていることが確認された。いずれもインバウ

ンド観光政策の評価につながる手法であるが、これまで

十分なインバウンド観光政策の整理が行われていなかっ

たため、十分に活用されてこなかったと考えられる。そ

れに対して本研究では、わが国で展開しているインバウ

ンド観光政策の整理、分類を外国人の来訪段階に着目し

て行った。また、政策の目標と整合する成果を考慮し、

来訪者数および来訪満足の評価軸を設定した。しかしな

がら、来訪者数、来訪満足に絞って分析を進めたため、

インバウンド観光政策全体の評価手法を検討したとはい

えない。今後は、包括的にインバウンド観光政策の評価

手法を整理、検討することが課題となる。 
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